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ま え が き 
 
 わが国の平均寿命は 20 世紀後半に著しい伸長を遂げ、2015 年には男性 80.75 年、女性 86.99
年と、世界有数の長寿国となった。「日本の将来推計人口（平成 24 年 1 月推計）」によれば、平

均寿命は 2060 年には男性 84.19 年、女性 90.93 年（死亡中位仮定）に達すると推計されている。

また、長寿化と同様、わが国の高齢化についてもその水準と進行速度は世界的に注目をされてい

る。高齢化の水準として一般的な指標である総人口に占める 65 歳以上人口の割合をみると、1970
年に７％を超えてから急速に上昇しており、2015 年の 26.6％から 2060 年には 39.9％に達する

と推計（出生中位・死亡中位）されている。このように、わが国は世界の中でも最も高齢化の進

展が速い国の一つである。 
このような、世界にも類を見ない長寿化・高齢化の進展について、そのメカニズムと背景、ま

た、これらが日本社会に与える影響を的確に捉えるためには、死亡データベースの構築とそれに

基づいた人口学的分析を中心としつつ、社会・経済面や医学・生物学的視点などに基づく学際的

アプローチが不可欠である。また、寿命に大きく影響を与え、生存のクオリティ（QOL）の大き

な要素である健康、ならびに社会保障を中心とした経済社会構造に及ぼすインパクトについても

分析を行う必要がある。 
こうした状況の中、本研究所では先行となる研究プロジェクト「わが国の長寿化の要因と社会・

経済に与える影響に関する人口学的研究」(平成 23～25 年度)において、わが国の長寿化に焦点を

当て、わが国初の試みである「日本版死亡データベース(Japanese Mortality Database、以下

JMD)」の開発を中心としながら、人口学的・学際的分析を進めてきた。本研究プロジェクトは、

この先行プロジェクトの成果をさらに発展させ、長寿化・高齢化に関して総合的に分析するとと

もに、それらが社会保障等の経済社会構造に及ぼす人口学的影響に関して研究することを目的と

するものである。 
本研究プロジェクトは主に、①データベース(JMD)の拡充・発展、②健康・長寿・高齢化に関

する人口学的分析、③長寿化・高齢化の総合的分析、④長寿化・高齢化の社会保障等に対する人

口学的影響評価の４つの柱からなる。プロジェクトメンバー（所内・所外委員）に加え、厚生労

働省で統計や数理の実務に携わっている方々や民間企業のアクチュアリーなど専門家の方々に外

部協力者として参加していただいていることも本プロジェクトの特色の一つである。昨年度はプ

ロジェクトの２年度目であり、また先行プロジェクトから通算して 5 年目にあたることから、こ

れまでの研究成果の報告を中心としつつ、わが国における今後の死亡・健康研究に関して幅広い

観点から検討・展望を行うことを目的として、平成 28 年 2 月 3 日に「長寿化・高齢化プロジェ

クトワークショップ」の開催を行った。ワークショップには、研究者、政策担当者、生命保険会

社などの実務者、報道関係者等など報告者を含め総勢 76 名の参加を得たところであり、死亡・健

康研究への関心の高さが改めて浮き彫りとなったといえよう。本報告書は第３年度の研究成果を

取りまとめ、「第３報告書」として刊行するものである。 
本報告書は２部構成になっており、第１部（総論）で研究の概要を述べ、第２部（各論）には

研究班員による個別論文を収録した。 
 本研究プロジェクト実施に当たっては本研究所内外の多くの方々のご協力を得た。とりわけ本

プロジェクトの研究会において有益なご教示をいただいた山本克也室長、二宮利治・九州大学教



授に厚く御礼申し上げる。 
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